
平成２３年度第８回ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会 議事次第 

 

 

日 時：平成２４年１月３０日（月）１６：００～１７：００ 

場 所：各コア校（遠隔会議システム利用） 

議 題： 

 

  １．平成２３年度ＳＰＯＤ事業経費の執行について 

・平成２３年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業経費の執行について（案）

                                      【資料１－１】 

・平成２３年度ＳＰＯＤ事業経費支出内訳（案）                      【資料１－２】 

・平成２３年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業経費 【参考資料１】 

・共同事業契約書（平成２３年度）                 【参考資料２】 

 

   ２．平成２２年度事業評価委員会委員からの指摘事項に対する対応状況について      

・平成２２年度事業評価委員会委員からの指摘事項に対する対応状況について（案） 

【資料２】 

 

  ３．ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会ＦＤ／ＳＤ専門部会について  

・平成２３年度ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会ＦＤ専門部会（第２回）議事概要 

【資料３－１】 

・平成２３年度ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会ＳＤ専門部会（第２回）議事概要 

【資料３－２】 

 

   ４．社会連携職員養成プログラム開発の実施について 

・ＳＰＯＤ－ＳＤセミナー「社会連携職員養成プログラム開発」実施要項  【資料４】 

 

   ５．ＳＰＯＤ加盟校内講師派遣事業に関するアンケートの実施について 

・平成２３年度 ＳＰＯＤ講師派遣事業についてのアンケート       【資料５】 

 

 



平
成
２
４
年
１
月
現
在

事
項

評
価
委
員
か
ら
の
意
見

1
　
平
成
２
３
年
度
か
ら
、
加
盟
校
が
主
催
す
る
研
修
に
コ
ア
校
の
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
の

講
師
を
派
遣
す
る
事
業
を
実
施
す
る
。

◎
新

規
事

業
の
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
内

講
師

派
遣

事
業

に
お

い
て
、
加

盟
校

２
３
機

関
が

主
催
す
る
研
修
に
講
師
を
派
遣
し
、
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
研
修
を
実
施
し
た
。

【
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
共
通
】

　
コ
ア
校
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
大
学
が
対
等
な
立
場
・
責
任
で
、
F
D
・
S
D
の
企

画
・
実
施
を
行
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

2
　
拠
点
の
活
動
の
一
環
と
し
て
，
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
外
に
お

い
て
、
Ｆ
Ｄ
er
を
養

成
す

る
た
め
研
修
を
実
施
す
る
。

◎
平
成
２
３
年
１
１
月
に
東
京
で
、
愛
媛
大
学
（
教
職
員
能
力
開
発
拠
点
）
主
催

の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー

・
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
パ
ー

養
成

講
座

を
実

施
し
た
（
受

講
者

３
４

名
）
。

3
　
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
で
の
研
修
生
受
け
入
れ
制
度
に
加
え
て
、
全
国
教
職
員
能
力
開
発

拠
点
と
し
て
の
研
修
生
受
け
入
れ
制
度
を
作
る
。

○

現
在
の
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
で
の
研
修
生
受
け
入
れ
制
度
を
改
訂
し
、
「
愛
媛
大
学
に

お
け
る
「
四
国
地
区
大
学
教
職
員
能
力
開
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
及
び
「
教
職
員

能
力
開
発
拠
点
」
事
業
に
係
る
研
修
生
受
入
要
項
」
を
策
定
し
、
１
名
の
研

修
生
を
受
け
入
れ
た
。
今
後
は
外
部
か
ら
の
研
修
生
受
け
入
れ
を
推
進
す

る
た
め
，
広

報
の
充

実
を
図

る
。

【
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
共
通
】

　
コ
ア
校

以
外

の
大

学
が
フ
リ
ー

ラ
イ
ダ
ー

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
制

度
設
計
が
必
要
。

【
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
共
通
】

　
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
事

業
へ

の
教

職
員

の
参

加
を
促

す
た
め
に
、
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
の
た
め
の

各
加
盟
校
の
職
能
開
発
の
考
え
方
や
環
境
作
り
を
支
援
す
る
方
策
を
検
討
す

る
。

【
Ｓ
Ｄ
】

　
能
力
向
上
は
何
の
た
め
な
の
か
。
こ
の
点
を
、
各
大
学
の
人
事
政
策
担
当

の
理
事
・
職
員
、
S
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
施
に
関
わ
る
教
職
員
な
ど
が
明

確
に
自
覚
す
る
こ
と
が
、
S
D
受
講
に
対
す
る
動
機
を
高
め
る
う
え
で
必
要
で
は

な
い
か
。

【
Ｓ
Ｄ
】

　
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
予
算
の
多
く
が
つ
ぎ
込
ま
れ
て
お
り
、
早
期
に
効

果
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
製
化
を
早
急
に
実
現

し
、
低
予
算
で
の
事
業
継
続
を
実
現
し
て
欲
し
い
。

【
Ｓ
Ｄ
】

　
「
学
務
系
職
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
講
師
育
成
を
急
ぎ
、
大
学
特
有
の
業

務
領
域
に
お
け
る
人
材
養
成
の
あ
り
方
を
検
証

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
事

業
の

取
組
成

果
の
情

報
発

信
6

　
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
等

の
大

き
な
イ
ベ

ン
ト
開

催
時

に
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
の
取

組
を
マ
ス
コ
ミ
等
に
積
極
的
に
発
信
す
る
。

○
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
開

催
前

に
は
、
各

種
報

道
機

関
等

に
積

極
的

に
案

内
を
行
っ
た
が
、
取
材
等
の
依
頼
は
無
か
っ
た
。
今
後
も
引
き
続
き
積
極
的
な

情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
機
関
へ
の
周
知
方
法
等
の
検
討
を
行
う
。

【
組
織
運
営
等
】

　
四
国
内
の
各
県
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
の
マ
ス
コ
ミ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、

四
国
内
で
の
認
知
度
を
上
げ
ら
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

教
員

の
資

格
化

に
つ

い
て

7
　
日
本
高
等
教
育
開
発
協
会
と
連
携
し
，
高
等
教
育
教
授
資
格
の
開
発
を
進

め
る
。

○
今
年
度
か
ら
各
大
学
の
新
任
教
員
を
対
象
に
標
準
化
さ
れ
た
Ｆ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
本

格
実

施
が
さ
れ
、
今

年
度

内
に
高

等
教

育
教

授
資

格
化

に
つ

い
て

の
議
論
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

【
Ｆ
Ｄ
】

　
英
国
P
G
C
H
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
比
肩
し
う
る
日
本
版
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
S
P
O
D
四
国

モ
デ

ル
）
の
完

成
に
期

待

対
応
策

4 5

◎

学
務
系
職
員
養
成
研
修
の
ほ
か
、
大
学
人
，
社
会
人
の
た
め
の
基
礎
力
養

成
研

修
（
レ
ベ

ル
Ⅰ

）
の
講

師
を
講

師
養

成
研

修
受

講
者

３
名

が
担

当
し

た
。

　
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
担
当
者
を
対
象
と
し
た
、
職
場
内
能
力
開
発
の
基
本
的
な
知
識
、

意
義
を
学
ぶ
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
。

　
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
製
化
を
行
い
、
講
師
養
成
研
修
受
講
者
が
学
務
系
職

員
養
成
研
修
の
講
師
と
な
っ
て
研
修
を
実
施
す
る
。

◎

平
成

２
２

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

事
業

評
価

委
員

会
か

ら
の

指
摘

事
項

に
対

す
る

対
応

状
況

に
つ

い
て

（
案

）

Ｆ
Ｄ
er
、
Ｓ
Ｄ
Ｃ
、
Ｓ
Ｄ

講
師

の
養

成

【
Ｆ
Ｄ
】

　
各
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
師
に
つ
い
て
若
手
の
人
材
育
成
は
ま
だ
十
分
と

は
言

え
な
い
。
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
内

で
の
Ｆ
Ｄ
er
人

材
の
育

成
だ
け
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ

外
を
も
含
め
た
人
材
の
開
拓
に
力
点
を
置
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

【
す

ぐ
に
検
討
が
必
要
な
課
題

】

S
P
O
D
フ
ォ
ー

ラ
ム
2
0
1
1
に
お

い
て
、
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
担

当
者

を
対

象
と
し
た
「
職

場
内

人
材

育
成

の
基

本
－

人
を
育

て
る
組

織
づ

く
り
－
」
を
開
講
し
た
。
（
受

講
者
３
６
名
）

実
施

状
況

（
◎

：
実

施
済

み
、
○

：
一

部
実

施
、
×
：
未
実
施
）

資料２

1



事
項

評
価
委
員
か
ら
の
意
見

【
Ｆ
Ｄ
】

　
医
歯
薬
系
が
充
実
し
そ
の
分
野
で
伝
統
の
あ
る
徳
島
大
で
医
歯
薬
系
の
プ

レ
Ｆ
Ｄ
が
発

展
す

れ
ば

、
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
の
特

色
と
な
り
魅

力
と
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

【
Ｆ
Ｄ
】

　
分
野
別
・
学
体
系
別
の
Ｆ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
は
未
知
数
で
あ
り
、
現
時
点

で
評
価
を
下
す
の
は
難
し
い
。
今
後
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

【
Ｓ
Ｄ
】

　
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
養
成
に
つ
い
て
、
加
盟
校
の
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
、
実
情

に
合
わ
せ
た
位
置
付
け
や
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

【
Ｓ
Ｄ
】

　
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
）
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
、
実
施
上
の
困
難
が
あ
っ
た
。
今
後
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の

仕
方
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
Ｓ
Ｄ
】

　
職
員
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
に
加
え
て
、
大
学
を
動
か
す
た
め
の
対
教

員
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ス
キ
ル
を
焦
点
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
と
改
善
が
待
た
れ

る
。

1
0

　
遠
隔
配
信
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
有
効
性
を
検
証
し
、
職
場

に
お

い
て
も
学

習
し
や

す
い
環

境
作

り
を
整

備
す

る
。

○

　
遠
隔
配
信
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
後
の
参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と

に
、
実
施
方
法
等
の
改
善
を
行
っ
た
。
ま
た
、
Ｆ
Ｄ
／
Ｓ
Ｄ
専
門
部
会
に
お
い

て
、
新
規
の
遠
隔
配
信
専
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

２
４
年
度
実
施
に
向
け
て
引

き
続
き
検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

【
Ｆ
Ｄ
】

　
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
各
コ
ア
校
で
実
施
さ
れ
る
Ｆ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
、
加

盟
校
教
員
の
参
加
が
ま
だ
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
へ
の
参

加
が
容
易
に
な
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
加
盟
校
に
働
き
か
け
て

い
く
こ
と
も
、
Ｆ
Ｄ
の
環

境
作

り
と
い
う
点

で
必

要
で
は
な
い
か
。

【
組
織
運
営
等
】

　
小

さ
な
財
政
で
制
度
設
計
を
組
み
直
す
必
要
が
あ
る
。

【
組
織
運
営
等
】

　
採
択
事
業
終
了
後
の
活
動
を
支
え
る
財
源
的
な
保
証
が
十
分
で
は
な
い
。

1
2

　
加
盟
校
間
の
交
流
を
活
発
に
す
る
た
め
、
各
コ
ア
校
を
中
心
に
県
内
加
盟

校
会
議
等
の
実
施
を
促
す
。

○
各
コ
ア
校
を
中
心
に
県
内
加
盟
校
会
議
を
実
施
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
の
取
り
組
み

に
関
す
る
加
盟
交
換
の
情
報
共
有
、
及
び
要
望
等
の
吸
い
上
げ
を
行
っ
た

（
徳

島
３
回

、
愛

媛
１
回

）
。

【
組
織
運
営
等
】

　
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
の
一
体
感
に
比
べ
て
、
県
内
加
盟
校
と
の
交
流
が
充
分
に
図
れ
な

か
っ
た
点
が
あ
り
、
自
戒
も
こ
め
て
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

【
Ｆ
Ｄ
】

　
加
盟
校
の
Ｆ
Ｄ
担
当
者
と
の
情
報
交
換
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
等
で
担
当
者
交
流
を
図
る
努
力
は
し
て
き
た
が
、
充
分
な
時
間
が
と
れ
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
１
コ
マ
を
こ
れ
に
あ
て
る
、
と
い
っ
た

新
た
な
試
み
も
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。

【
Ｓ
Ｄ
】

　
職

員
の
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
に
関

す
る
基

本
的

な
考

え
方

に
つ

い
て
、
加

盟
校
間
で
情
報
交
換
す
る
機
会
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。

【
組
織
運
営
等
】

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
ミ
ニ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
組
織
化
も
含
め
、
温
度
差
を
解
消

す
る
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

9 1
1

1
3

　
現
状
の
汎
用
的
内
容
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
を
継
続
す
る
が
、
医
療
系
な
ら
び

に
高
専
系
に
つ
い
て
は
、
専
門
分
野
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
取
り
組
む
体
制

づ
く
り
を
行

う
（
S
P
O
D
フ
ォ
ー

ラ
ム
2
0
1
1
に
お

い
て
両

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

講
予

定
）
。

　
そ
の
他
の
専
門
分
野
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
つ
い
て
は
、
S
P
O
D
加
盟
校
Ｆ

Ｄ
ニ
ー
ズ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
参
考
に
、
ニ
ー
ズ
の
高
い
分
野
か
ら
検
討

を
行
う
。

対
応
策

8

　
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
1
に
お

い
て
、
加

盟
校

の
担

当
者

が
少

人
数

に
よ
る

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
た
情
報
交
換
が
で
き
る
機
会
（
ラ
ウ
ン
ド

テ
ー

ブ
ル
）
を
設

け
る
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

け
る

情
報

共
有

に
よ

る
連

携
強

化

補
助

金
終
了

後
の

運
営

方
法
の
構

築
　
事
業
の
継
続
を
目
指
し
て
、
加
盟
校
が
負
担
金
を
拠
出
す
る
仕
組
み
作
り
を

行
う
。

　
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
や
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し
、
今

後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
。

実
施

状
況

（
◎

：
実

施
済

み
、
○

：
一

部
実

施
、
×
：
未
実
施
）

◎ ◎ ◎ ◎

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
１
に
お

い
て
、
少

人
数

で
の
グ
ル
ー

プ
デ

ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通

し
た
情

報
交

換
を
行

う
た
め
の
場

と
し
て
、
「
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ

ル
」
と
題
し
た
テ
ー
マ
別
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
５
会
場
（
「
教
員
の
能
力
開

発
」
、
「
学

生
支

援
」
、
「
授

業
改

善
」
、
「
職

員
の
能
力
開
発
」
、
「
教
職
協

働
」
）
設

け
て
実

施
し
た
。
（
受

講
者

数
７
５
名

）

　
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
加
盟
校
全
２
６
機
関
と
共
同
事
業
契
約
を
締
結
し
、
加
盟
校
が
事

業
費
を
負
担
し
て
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
１
に
お

い
て
、
新

規
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
医

療
系

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
臨
床
現
場
に
お
け
る
実
習
評
価
と
学
生
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」

（
受
講
者
数
４
０
名
）
、
高
専
系
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
高
専
に
お
け
る
学
生
サ
ポ
ー
ト

を
ど
う
す

る
か
？
」
（
受
講
者
数
１
３
名

）
を
開
講
し
た
。

ま
た
、
S
P
O
D
加
盟
校
Ｆ
Ｄ
ニ
ー
ズ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
参
考
に
、
こ
れ

ま
で
の
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
効
果
検
証
を
行
う
こ
と
と
し
、
各

コ
ア

校
担
当
者
で
構
成
す
る
「
調
査
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
置
し
、
実
施
方

法
等

を
検

討
す

る
こ
と
に
し
た
。

　
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
施
後
の
参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と

に
、
２
４
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
徳
島
大
学
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
要
望
の
高
か
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
新
規
に
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
－
Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
「
社
会
連
携
職
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
」
を
平
成
２
４
年
２
月
に
実
施
予
定
。
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理
　
由

　
各

コ
ア
校

が
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
く
こ
と
が
、
持

続
的

な
運

営
の
た
め
に
は
不

可
欠

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
を
実

現
す

る
に
は
、
人

的
措

置
な
ど
実

施
体

制
の
整

備
が
不

可
欠

で
あ

る
た
め
、
事

業
の
整

理
・
見

直
し
の
検

討
を
含

め
解

決
に
は
時

間
を
要

す
る
。

　
「
ス
タ
ッ
フ
・
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
」
「
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー

ト
」
に
つ

い
て
は
，
導

入
か
ら
実

施
ま
で

組
織

と
し
て
ベ

ク
ト
ル
を
一

致
さ
せ

る
必

要
が
あ
る
。
愛

媛
大

学
で
の
導

入
の
効

果
を
検

証
し
た
上

で
，
他
大
学
に
お
い
て
導
入
に
向
け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
従
来
の
人
事
制
度
を
変
革
し
て

い
く
に
は
時
間
を
要
す
る
。

　
S
P
O
D
の
今
後
の
持
続
的
な
運
営
を
考
え
た
場
合
、
自
治
体
等
と
の
連
携
・
支
援
を
得
る
こ
と
は
有

用
で
あ
る
。
そ
れ
を
得
る
た
め
の
方
策
と
し
て
は
、
自
治
体
職
員
や
公
立
学
校
教
員
向
け
の
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
実
施
し
て
い
く
こ
と
も
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
が
、
実
現
に
向
け
て
は
ニ
ー
ズ
調

査
、
人

的
資

源
を
含

め
て
検

討
課

題
が
多

く
時

間
を
要

す
る
。

【
組
織

運
営
等
】

　
地
域
の
自
治
体
・
行
政
組
織
と
も
連

携
を
深

め
、
活

動
継

続
の
支

援
要

請
を
積
極
的
に
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

【
組
織

運
営
等
】

　
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
に
よ
る
地
域
の
発
展
・
活
性
化
の
た
め
に
は
、
県
知
事
や
市
町
村
長
を
巻
き
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
の
地
域
の
認
知
度
や
評
価
は
上
が
っ
て
い
き
、
小
・
中
・
高
等
学
校
を
巻
き
込
ん
だ
教
育
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

【
長

期
的
に

検
討

す
べ

き
課
題
】

評
価

委
員

か
ら
の
意

見

【
Ｓ
Ｄ
】

　
各

コ
ア
校

が
あ
る
分

野
で
は
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
よ
う
な
か
た
ち
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

【
Ｓ
Ｄ
】

　
Ｓ
Ｄ
の
３
本

柱
と
な
る
「
職

員
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、
「
ス
タ
ッ
フ
・
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
」
「
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー

ト
」
の
う
ち
、
「
職

員
研

修
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
領
域
の
成
果
に
比
べ
、
他
の
２
つ
の
領
域
は
試
行
中
と
は
い
え
、
活
動
実
績
の
具
体
像
が
見
え
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

3



理
　
由

　
昨
年
度
末
に
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
規
約
を
改
正
し
、
コ
ア
校
が
会
長
、
副
会
長
を
担
当
し
、
加
盟

校
か
ら
監

事
を
選
出
す
る
な
ど
、
規
約
の
整
備
を
行
い
、
加
盟
校
間
の
組
織
的
連
携
の
強
化
を
図

り
、
負

担
を
平

準
化

し
た
現

実
的

な
体

制
を
構

築
し
て
い
る
。

　
３
年
間
の
活
動
状
況
の
記
録
は
、
活
動
報
告
書
に
記
載
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
関
係
者
で
共
有
し
て

い
る
。
有

効
活

用
の
方

策
を
考

え
た
い
。

　
活
動
報
告
書
で
は
、
３
年
間
の
全
体
総
括
に
お
い
て
、
事
業
の
成
果
だ
け
で
な
く
、
達
成
出
来
な

か
っ
た
点

、
今

後
の
改

善
事

項
等

を
記

載
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｄ
に
つ

い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
定

め
た
到

達
目

標
に
対

し
て
、
受

講
前

と
受

講
後

の
到

達
レ
ベ

ル
を
検

証
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
で
は
、
独
自
に
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
－
Ｓ
Ｄ
の
定
義
を
定
め
、
Ｓ
Ｄ
の
目
的
、
意
義
を
明
確
に
し
て
い

る
。

　
Ｆ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
者
会
議
や
他
の
共
同
利
用
拠
点
（
東
北
、
名
古
屋
）
と
の
意
見
交
換
等
を

通
じ
て
、
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
に
関

す
る
情

報
収

集
を
行

う
な
ど
、
他

の
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
連

携
し
て
い
る
。

理
　
由

　
職
員
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
各
加
盟
校
で
定
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
、
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
と
し
て
一
律

に
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
す
で
に
一
部
の
大
学
で
は
、
Ｓ
Ｄ
研
修
受
講
が
昇
任
の
条
件
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ア
運
営
協
議
会
、
教
職
員
能
力
開
発
拠
点
共
同
利
用
運
営
委
員
会
に

お
い
て
明
確
に
事
業
の
仕
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。

【
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
共

通
】

　
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
に
よ
る
取
組
と
、
全
国
拠
点
と
し
て
の
取
組
を
ど
う
関
連
づ
け
る
か
は
、
重
要
な
課
題
と
思
わ
れ
る
。

【
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
共

通
】

　
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
事
業
と
共
同
利
用
拠
点
事
業
と
の
仕
分
け

【
対

応
済
の

課
題

】

【
Ｆ
Ｄ
】

　
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
や
活
動
成
果
の
検
証
等
で
生
じ
る
コ
ア
校
の
負
担
を
ど
う
克
服
す
る
の
か
、
こ
の
規
模
の
大
学
・
学
校
に
籍
を
お
く
特
定

個
人

と
の
連
携
で
は
な
く
、
組
織
体

と
し
て
の
連

携
を
強

化
す

る
に
は
何
が
有
効
な
の
か
、
そ
の
方
策
が
明
ら
か
で
は
な
い
。

評
価

委
員

か
ら
の
意

見

【
Ｓ
Ｄ
】

　
Ｓ
Ｄ
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
た
職

員
に
対

す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
つ

け
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
昇

給
や

昇
任

を
含

め
た
待

遇
面

に
つ
い
て
各
加
盟
校
で
の
前
向
き
な
検
討
が
望
ま
れ
る
。

【
Ｓ
Ｄ
】

　
Ｓ
Ｄ
を
受

講
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
能

力
が
、
い
か
に
向

上
し
た
か
（
し
な
か
っ
た
か
）
を
測

定
す

る
こ
と

【
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
共

通
】

　
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｄ
事
業
の
取
組
成
果
だ
け
で
な
く
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
に
つ
い
て
も
敢
え
て
発
信
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

【
組
織

運
営
等
】

　
３
年

間
に
亘

る
連

携
事

業
運

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ど
の
よ
う
に
継

承
し
、
共

有
化

（
記

録
化

、
資

格
化

等
）
す

る
か
が
課

題
で
あ
る
。

評
価

委
員

か
ら
の
意

見

【
組
織

運
営
等
】

　
他
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
例
え
ば
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
）
等
と
各
々
の
持
ち
味
を
活
か
し
つ
つ
、
相
互
補
完
的
な
提
携
関
係

を
構

築
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
提

案
し
ま
す
。

【
対

応
困
難

な
課

題
】

【
Ｓ
Ｄ
】

　
何
の
た
め
に
S
D
を
行
う
の
か
、
目
的
が
や
や
不
鮮
明
な
印
象
を
受
け
る
。
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平成２３年度ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会ＦＤ専門部会（第２回）議事概要 

     

日 時：平成２３年１２月１６日（金）１５：００～１７：００ 

場 所：愛媛大学城北キャンパス愛大ミューズ３階ミーティングルーム 

出席者：徳島大学 吉田助教 

香川大学 葛城准教授 

高知大学 塩崎教授 

愛媛大学 佐藤准教授，山田准教授，渡邊教育企画課長 

陪席者：愛媛大学 大竹特任助教，長野教育企画課教育企画ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ，渡部教育企画課員 

 

議 題： 

  １．組織開発に関する共同事業について 

山田准教授から，資料に基づき，「調査・研究プロジェクト」設置の目的及び実施方法

について説明があった。続いて，教育効果・組織変容の具体的な調査・検証方法について

意見交換を行った。今後は，共通の学生調査，新任教員調査，機関調査の実施に向けて，

調査内容等をコア校間で協議し，平成２４年３月に開催されるＳＰＯＤネットワーク総会

で「調査・研究プロジェクト」の設置について報告を行い，各加盟校の教職員の参加及び

調査への協力を依頼することとなった。 

 

  ２．その他 

 部会長から，遠隔配信専用プログラムである「ＳＰＯＤチャンネル（仮）」の実施につ

いて説明があった。続いて，提供するプログラム案，実施方法等について，意見交換を行

った。意見交換の中で，e-learningなど他のコンテンツの利用や，対面型の講義後のフォ

ローアップに遠隔会議システムを利用する案など，これまでの遠隔講義の形式にとらわれ

ない様々な意見が出され，今後も引き続き検討することとなった。 

資料３－１



平成２３年度ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会ＳＤ専門部会（第２回） 議事概要

日 時：平成２３年１２月１６日（金）１５：００～１６：００

場 所：愛媛大学城北キャンパス愛大ミューズ３階会議室

出席者：徳島大学 坂東学務部教育支援課長

香川大学 森田給与福利グループリーダー

高知大学 近田人事課長，中澤人事課人事グループ主任

愛媛大学 秦教授、吉田人事課長

陪席者：愛媛大学 高知大学 井上学務課総合教育センター事務係長

山内教育企画課員，岸岡教育企画課員，戸田教育企画課員、

野本人事課人材育成チームサブリーダー，神谷人事課員

議題等：

１．次世代リーダー養成研修修了要件（全日程の９割以上出席）の取り扱いについて

吉田人事課長から資料１－１～１－２に基づき，修了要件（全日程の９割以上出

席）を満たさない場合の取り扱いについて説明があった。９割の基礎を時間数にす

ることについて質問があり，秦教授から時間数９割を満たした上で，２年間の研修

最終回において修了プロジェクトレポート提出・発表及び口頭試問を行うととも

に，すべてのプログラムについて A ～ D の４段階で評価し総合的に修了判定を行

う旨説明があり，了承された。

２．次世代リーダー養成研修修了判定について

議題１の秦教授の説明に基づき了承された。

３．次世代リーダー養成研修実施要項について

吉田人事課長から資料２に基づき説明があり，文書について２００文字程度を４

００字以内とすることで，了承された。

４．大学人、社会人としての基礎力養成プログラムの区分別開講について

吉田人事課長から資料３に基づき，レベル２「情報科学応用論」について区分

別開講とすること，情報科学については，受講生の職務のレベルにかかわらず情報

科学に関するスキルに応じて受講できるものとしたい旨説明があり，了承された。

また情報科学に関するプログラムについては，実施要項にソフトのバージョンを

記載することを確認した。

５．大学人、社会人としての基礎力養成プログラムをＳＰＯＤ内講師が担当する場合の

時間数について

吉田人事課長から資料３に基づき，１単位９０分を目安としているところ最大１

８０分まで要すること，その場合募集要項に明記して実施することについて説明が

あり，了承された。
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レベル１について SPOD 内講師からの提案によりプログラム追加が可能である

ことを確認した。

６．大学人、社会人としての基礎力養成プログラム（レベル１）のＳＰＯＤ内講師養成

について

吉田人事課長から SPOD 内講師養成について，SDC が年１回コア校を訪問し

て指導する旨の説明があった。また所属機関及びコア校の FD 及び SD 担当者に

講師の指導・育成に協力していただくよう依頼があった。

７．その他

秦教授から SPOD チャンネルで SD プログラムを開講するとした場合の開講時

間・配信方法について説明があり，意見交換を行った。
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SPOD-SD セミナー「社会連携職員養成プログラム開発」実施要項 

 

１．目 的  

    今後のＳＰOＤ―ＳＤプログラムの開発・実施を円滑に進めるため，ネットワー

ク加盟校間における連帯感を高めるとともに，基本的なＳＤプログラム開発の手法

を学び，社会連携職員養成プログラムを開発することを目的とする。 

 

２．対象者  

    ① 社会連携系職員 

② 各ネットワーク加盟校ＳＤ担当者 

        ③  意欲のある事務職員 

     

 

３．期 間 ： 平成２４年２月１７日（金）・１８日（土） 

 

４．日 程 ：別紙のとおり 

 

５．場 所 ： 「新居浜ホテルマックスビジョン」 

             〒７９２－００２６ 愛媛県新居浜市久保田町１－７－７ 

              電話：０８９７－３３－１０００ 

              ＵＲＬ : http://www.hotelmaxvision.co.jp/index.htm 

 

６．旅 費 

  愛媛大学の旅費規則に準じて支給します。 

 

７．担当講師 

愛媛大学 教育・学生支援機構教育企画室 教授 秦 敬治  

愛媛大学 教育・学生支援機構教育企画室 助教 仲道 雅輝  

  愛媛大学 教育・学生支援機構教育企画室 特任助教 大竹 奈津子  

   愛媛大学 教育学生支援部 次長 米澤慎二  

   愛媛大学 総務部人事課 副課長 秋谷恵子  

 

８．募集定員 ： ２０名 

 

９．主催 

  四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ），協力校：愛媛大学 
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会場：新居浜ホテルマックスビジョン

時間 （１日目）２月１７日（金） （２日目）２月１８日（土）

「前日のグループ討議の発表」

　　　講師：秦・仲道・大竹・米澤

「グループ活動」

　社会連携系職員を養成するためのプログラムに

　おけるマップ作成

　　　講師：秦・仲道・大竹・米澤

受　　付

オリエンテーション

　「講話」

「グループ活動」

講師：愛媛大学社会連携推進機構　副機構長 　社会連携系職員を養成するためのプログラムに

土居　修身 　おけるマップ作成

　　　講師：秦・仲道・大竹・米澤

「アイスブレーキング」

　　（自己紹介，所属大学等の紹介） 「グループ活動の発表・

　　　　　　 　まとめ，今後のＳＤプログラム開発の進め方」

「ＳＤプログラム開発事業の概要・作成手法について」

　愛媛大学総務部人事課副課長　秋谷恵子 　　　講師：秦・仲道・大竹・米澤

「グループ討議」

　　①各大学・短大・高専を取り巻く

　　　社会連携系の現状・問題点について

　　②各大学・短大・高専が求める社会連携系の

　　　職員像（資質と能力）について

　　　講師：秦・仲道・大竹・米澤

（注）　都合により，時間を変更する場合があります。

懇親会

15:00

14:00

9:00

19:00

15:30

17:30

昼食

社会連携系職員養成プログラム開発作業日程

10:00

12:00

11:00

9:30

13:00

12:30
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【学校名】 
実施日 【プログラム名】 

 

平成２３年度 ＳＰＯＤ講師派遣事業についてのアンケート 

 

記入者名：              ※担当に○をつけて下さい。：ＦＤ・ＳＤ・事務 

 
ＳＰＯＤ講師派遣事業についてお尋ねします。 
 
１． ａ）研修プログラムへの参加者は全員で何名でしたか？   （       ）名 

 
   うち，教員：（    ）名  職員：（    ）名  その他：（    ）名 
 
ｂ）ａ）でお尋ねした全参加者のうち，学外からの参加者は何名でしたか？ （     ）名 

 
   うち，教員：（    ）名  職員：（    ）名  その他：（    ）名 
 
 

２．ＳＰＯＤ講師派遣事業を来年も継続したらいいと思いますか？  番号 (   ) 

 
 
３．ＳＰＯＤ講師派遣事業により，学内でどのような成果や変化がありましたか？ 
    例）FD 委員会が設置された，職員による定期的な勉強会が始まった．．．など。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．ＳＰＯＤ講師派遣事業への要望があれば，具体的にお書き下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．ＳＰＯＤ全体への要望があれば，具体的にお書き下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ご協力ありがとうございました。 

 ④ そう思う  ③ どちらかといえばそう思う  ② どちらかといえばそう思わない  ① そう思わない 
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